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ユーロ圏 消費者物価指数（2006年９月） 発表日：2006年10月２日（月） 

          ～エネルギー価格の下落を背景に伸びが大幅低下～  
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ユーロ圏消費者物価（前年比）

総合 ＨＩＣＰベース
コア※ 食料品 ｱﾙｺｰﾙ 衣料品 住宅 家庭財 医療 運輸 通信 娯楽 教育 ﾎﾃﾙ ﾄﾞｲﾂ ﾌﾗﾝｽ ｲﾀﾘｱ

・ﾀﾊﾞｺ ・外食

2005 8 2.2 1.3 0.6 4.3 ▲ 0.8 5.1 0.5 1.8 4.8 ▲ 2.1 ▲ 0.1 3.3 2.5 1.9 2.0 2.1
9 2.6 1.3 0.6 5.6 0.1 5.5 0.7 1.6 6.4 ▲ 2.5 ▲ 0.2 2.5 2.4 2.5 2.4 2.2
10 2.5 1.4 0.8 5.6 0.4 5.0 0.7 1.5 5.4 ▲ 2.9 0.2 2.5 2.5 2.3 2.0 2.6
11 2.3 1.4 1.1 5.7 0.3 5.0 0.8 1.5 4.2 ▲ 2.6 0.1 2.3 2.3 2.2 1.8 2.4
12 2.2 1.4 1.2 2.7 0.3 5.1 0.8 1.5 4.5 ▲ 2.8 0.1 2.4 2.4 2.1 1.8 2.1

2006 1 2.4 1.2 1.6 2.6 ▲ 0.8 5.5 0.7 1.2 5.5 ▲ 2.8 0.0 2.5 2.4 2.1 2.3 2.2
2 2.3 1.2 1.7 2.5 ▲ 0.7 5.6 0.8 1.1 4.9 ▲ 3.4 0.1 2.5 2.5 2.1 2.0 2.2
3 2.2 1.3 1.2 3.0 0.2 5.1 1.0 1.1 4.1 ▲ 3.5 ▲ 0.1 2.6 2.4 1.9 1.7 2.2
4 2.4 1.5 1.5 2.7 0.4 5.3 1.0 1.1 4.6 ▲ 3.7 0.5 2.6 2.7 2.3 2.0 2.3
5 2.5 1.3 1.7 2.8 0.4 5.7 0.9 1.3 5.2 ▲ 3.4 ▲ 0.4 2.7 2.4 2.1 2.4 2.3
6 2.5 1.4 2.0 2.8 0.4 5.2 0.9 1.5 4.7 ▲ 3.5 0.1 2.6 2.5 2.0 2.2 2.4
7 2.4 1.4 2.7 2.8 ▲ 0.2 4.9 0.9 1.5 4.1 ▲ 3.4 0.3 2.7 2.5 2.1 2.2 2.3
8 2.3 1.3 2.9 2.8 ▲ 0.1 4.8 0.9 1.5 3.5 ▲ 3.9 0.0 2.7 2.5 1.8 2.1 2.3
9 1.8 1.0

※除くｴﾈﾙｷﾞｰ・食品・ｱﾙｺｰﾙ・ﾀﾊﾞｺ
（出所）Reuters EcoWin

 

 

前年比＋1.8％
と前月から大幅
低下 

９月のユーロ圏消費者物価指数は前年比＋1.8％（前月：同＋2.3％）と2005年１月以来の１％

台の伸びへ大幅に低下した。ドイツ消費者物価指数も同＋1.0％と前月（同＋1.8％）から大幅

に伸びが低下している。 

高騰の続いていた原油価格が前年比横ばいまで落ち着いたこと、ユーロ高が続いていること

などを背景に、ユーロ建てでの北海ブレント価格は前年比で見ると９月には低下に転じている。

内訳は発表されていないが、消費者物価指数の伸び率が大幅に低下した要因はエネルギー価格

による押し上げが剥落したためと予想される。 

 

ドイツではエネ
ルギー価格が押
し下げに転じる 

すでに内訳が発表されているドイツ６州の９月消費者物価指数から低下要因を探ってみる

と、エネルギー価格高騰を背景に前月まで押し上げに寄与していた運輸（含むガソリン代）が、

９月は▲0.1％ｐと押し下げに転じた。家賃・エネルギーの押し上げ寄与幅も低下するなど、

原油価格の落ち着きを背景にエネルギー価格が低下した影響が大きい。 

一方、コア指数に与える影響を考えると、低下要因は原油価格、エネルギー価格の低下によ

る影響が大きいことから、前月（前年比＋0.6％）から小幅低下に留まると予想され、ユーロ

圏全体で見てもコア指数に大幅な変化はないと見込まれる。 

 

年内利上げは継
続されると予想 

先行きを見ると、エネルギー価格による押し上げ剥落は、07年１月から実施されるドイツ付

加価値税引き上げにより、07年のユーロ圏消費者物価が前年比＋0.3％ｐ程度押し上げられる

ことで相殺されると予想される。こうしたことから、ユーロ圏消費者物価指数は＋２％近辺で

の推移が今後も続くだろう。コア指数については、ＥＣＢがインフレリスクとして挙げる、過
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去の原油価格高騰を起因とする価格転嫁や二次的影響としての賃金上昇を通じたインフレ圧

力は確認されていないことから、今後も大幅な加速は考えにくい。従って、ユーロ圏消費者物

価指数は総合、コアともに落ち着いた推移となろう。 
しかし、このことが昨年末から続いた政策金利引き上げの休止を意味するわけではないと考

える。ＥＣＢが現在の金利水準を緩和的であると考えていること、ユーロ圏経済が堅調に推移

していることから、利上げが継続される可能性が高い。従って、ＥＣＢは10月５日の政策決定

会合で、前回議事録で示唆した通り政策金利を25bp引き上げると予想する。その後も11月に予

定される７－９月期のＧＤＰ成長率がＥＣＢの景気見通しから大きく低下しない限り、12月に

も利上げを実施し、年内に政策金利を3.50％に引き上げる可能性が高い。 

 

ユーロ圏消費者物価
（前年比）
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（出所）Reuters Ecowin

総合 コア

％

ユーロ圏　消費者物価（前年比）
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CPIエネルギーと北海ブレント
（前年比）
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％

＊９月分北海ブレンドは9/28現在。

主要国ＣＰＩ
（前年比）
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％

ドイツ：６州加重平均ＣＰＩ前年比寄与度分解
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家庭用財 運輸
サービス

＊サービスには医療、通信、娯楽、教育、外食宿泊、その他を
含む。

物価と政策金利
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